
【 製品概要 】

本マニュアルはＲＸ２３０ Ｒ５Ｆ５２３０６ＡＤＦＭ（６４ピン）マイコンを使ったマイコン学習セ

ットの応用プログラムの動作について解説しています。

※本学習セット開発にはルネサスエレクトロニクス社製Ｅ２Ｌｉｔｅ（Ｅ２Ｌ）が別途必要です。

３．応用プログラム

３－１．ＰＷＭ ｓａｍｐｌｅ２０

プログラム ：ＰＷＭでモーターの速度を変える

３－２．ＲＧＢＷセンサーｓａｍｐｌｅ２１

プログラム ：ＲＧＢＷセンサーで読み取った各色の値を有機ＥＬに表示する

Ｉ２Ｃインターフェイス

３－３．温度制御 ｓａｍｐｌｅ２２

プログラム ：ＯＮ／ＯＦＦ制御で温度制御をおこなう。

ヒーターは抵抗、温度センサーＭＣＰ９８０１、ウオッチドグタイマー使用

応用プログラム１ ：ｓａｍｐｌｅ２２＿ａ 比例（Ｐ）制御動作

応用プログラム２ ：ｓａｍｐｌｅ２２＿ｂ 比例積分（ＰＤ）制御動作

３－４.ＷｉＦｉ ：ｓａｍｐｌｅ２３

プログラム ：Ａ／Ｄの値をＷｉＦｉでパソコンやスマホに送り、表示する。

応用プログラム：Ａ／Ｄの値をＷｉＦｉでパソコンやスマホに送り、表示する。かつ、

パソコンやスマホからのコマンド送信により学習ボード側のＬＥＤをＯＮ

／ＯＦＦさせる。
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３－１ ｓａｍｐｌｅ２０ ＰＷＭでモーターの速度を変える

【 動作概要 】

ＵＰキー ▲ 、ＤＯＷＮキー ▼ 操作でモーターへの出力を０～１００％変えてみます。

学習セット添付のモーターは赤をＣＮ９の＋３．３Ｖ、青をＯＵＴに接続して下さい。モーター添付の白

いプーリーをシャフトに付け、印を付けると回転しているかどうか分かりやすいです。」

初め出力は９％に設定されています。ＵＰキーを押して７０％を超えると回転し始めます。一度回転しだ

すとＤＯＷＮキー で５０％程度まで下げても停止しません。

下は９％の時のＴＰ９（黄色） Ｑ２のベース信号、ＴＰ８（青）Ｑ２のコレクタ信号です。



下は７０％の時の波形です。Ｑ２のベースに入る黄色信号の幅が広がっているのが分かるかと思います。

１００％になると黄色い波形の落ち込みがほぼなくなり、ＰＷＭでなく、ＤＣ電圧を加えたのと同じにな

ります。



【 コード生成 】

以下省略



３－２．ＲＧＢＷセンサーｓａｍｐｌｅ２１ Ｉ２Ｃインターフェイス

【 動作概要 】

ＲＧＢＷセンサーで読み取った各色の値を有機ＥＬに表示します。ＶＩＳＨＹ社のＲＧＢＷカラーセンサ

ーＶＥＭＬ６０４０をＩ２Ｃインターフェイスで読み込んで、有機ＥＬに表示します。

光の３原色であるＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）に加えて赤外域まで読み込めるＷ（白）のデータも得られ

ます。

【 ハードウエア 】

ＰＢ０をＩ２ＣのＳＣＬに、ＰＢ１をＳＤＡのデータ出力、ＰＢ３をＳＤＡのデータ入力に使っています。



【 コード生成 】

以下省略



【 評価 】

ブレッドボード上にＣＮ９から２本の線で抵抗２４ΩとＬＥＤを接続して、センサのそばで５秒ごとに点

滅させています。ブルーのＬＥＤ（ＯＳＵＢ５１６１Ａ 秋月電子通商）を３．３Ｖで光らせるのは少し

無理があるのですが、一応、光りました。



下の写真は青のＬＥＤ ＯＦＦ、ＯＮ時の各データの違いです。

センサはここです。こちらはブルーのＬＥＤを点灯した時の数値です。

ＬＥＤが消灯すると数値が下がります。

ＲＧＢＷ ＬＥＤ ＯＦＦ時 ＬＥＤ ＯＮ時 ＯＮ／ＯＦＦ 倍率

Ｒ １１４４ ７２５３ ６．３

Ｇ １４１９ １０１６５ ７．１

Ｂ ５１４ １８６５４ ３６．２

Ｗ ２０４５ １５９９７ ７．８

Ｒ（赤）やＧ（緑）、Ｗ（白）が６～７倍の上昇に比べ、Ｂ（青）は３６倍と大きな上昇をみせているので、

このＬＥＤがセンサＶＥＭＬ６０４０の青のピーク波長感度４５０ｎｍ近傍の波長を発光している＝青色

に見えるであろうことが分かります。

このように発光でも透過光でも、このセンサを使ってＲ，Ｇ，Ｂ、Ｗ数値を比べれば光の波長が大まかに

は分かります。色の微妙な違い判定など様々な用途に使えると思います。



３－３．ＯＮ／ＯＦＦ温度制御 ｓａｍｐｌｅ２２ Ｉ２Ｃインターフェイス

【 動作概要 】

トランジスタＱ１で抵抗Ｒ１３をドライブし、発熱させます。その下にはシリコンで熱結合された温度

センサＭＣＰ９８０１が実装されていて、４０℃以下ではＱ１をＯＮ、以上ではＯＦＦさせて４０℃近傍

の温度に保つ制御を行います。

【 ハードウエア 】

ＰＡ０でトランジスタＱ１をＯＮ／ＯＦＦさせています。発熱用のＲ１３とシリコンゴムを介して温度セ

ンサーＭＣＰ９８０１、バイメタルＵ５が熱結合されています。バイメタルは９０℃でＲ１３の電源をＯ

ＦＦにします。通常、この抵抗は最大でも室温＋２５℃前後しか発熱しませんので、ソフトウエアでＱ１

がＯＮになりっぱなしでも９０℃まで行きませんが、安全を見て設置されています。



【 コード生成 】

以下省略

【 解説 】

以下省略

【 応用プログラム 】

二つあります。

応用プログラム１はＯＮ／ＯＦＦ制御より動作が安定すると言われている比例（Ｐ：プロポーショナル）

制御です。

応用プログラム２比例制御に積分動作（I:インティジャー）を加えたプログラムになります。

応用プログラム１ ：ｓａｍｐｌｅ２２＿ａ 比例（Ｐ）制御動作

応用プログラム２ ：ｓａｍｐｌｅ２２＿ｂ 比例積分（ＰI）制御動作



３－４.ＷｉＦｉ ：ｓａｍｐｌｅ２３

プログラム ：Ａ／Ｄの値をＷｉＦｉでパソコンやスマホに送り、表示する。

【 動作概要 】

秋月電子通販さんのＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２Ｄ ＥＳＰ８２６６ＥＸ（ＳｏＣ，３２ｂｉｔ）をＳＣＩ

インターフェイス（ＴＸＤ１，ＲＸＤ１）でＲＸ２３０ ＣＰＵと接続し、ＲＸ２３０のＡ／Ｄコンバー

タの値をＷｉＦｉで送信して、ＷｉＦｉを持つパソコンや携帯電話で表示します。

【 ハードウエア 】

ＲＸ２３０のＴＸＤ１をＥＳＰのＲＸＤに、ＲＸＤ１をＴＸＤに接続しています。ＥＮはチップのイネー

ブル、ＲＳＴはリセットです。

【 コード生成 】

以下省略

【 ソフトウエア概要 】

以下省略

【 ＷｉＦｉをパソコンで受信 】

パソコン側のターミナルプログラムはＵＳＢ接続の時に使用したテラタームを使います。

ＷｉＦｉを搭載しているパソコン→インターネットアクセス→頭にＥＳＰがついた接続先を探します。「接



続」をクリック。

接続出来たらプロパティをクリック

ＩＰｖ４ ＤＮＳサーバアドレスが表示されますので、そこにテラタームを接続します。ＩＰｖ４ アド

レスではありませんのでご注意願います！



テラターム → 新しい接続 以下のように設定します。

ＴＣＰポート番号の５０００は初期化で設定している値です。

unsigned char String_2[] = "AT+CIPSERVER=1,5000¥r¥n"; //ポート番号

「ＯＫ」をクリックします。

うまく接続されれば下図のようにＡＤ０＝ＸＸＸＸと繰り返し表示されます。



ＶＲ１を回すと値が変わるのが確認できます。

【 ＷｉＦｉをスマホで受信 】

アンドロイドでもｉｐｈｏｎｅでも同じ要領で受信、表示できます。

①ＥＳＰとスマホをＷｉＦｉ接続する

②ＩＰｖ４ ＤＮＳサーバーアドレスを確認する

③ターミナルソフトに②で確認した値を設定、動作させる。

です。順に説明します。

ターミナルソフトはアンドロイド、ｉｐｈｏｎｅ両版があるＴＣＰ Ｔｅｌｎｅｔ Ｔｅｒｍｉｎａｌを

使いました（無償版）

使い方をｉｐｈｏｎｅで説明します。



①ＥＳＰとスマホをＷｉＦｉ接続する 設定→WiFi→EPS-XXXX を選択し、クリック

以下省略

【 応用 】

ｓａｍｐｌｅ２３＿ａはＥＳＰからのＡ／Ｄデータを受信するだけでなく、スマホやパソコン側からコマ

ンドを送信し、ＬＥＤ Ｄ２ をＯＮ／ＯＦＦさせるプログラムです。

ＬＯＮと入力し「Ｓｅｎｄ ＡＳＣＩＩ」でＤ２が点灯します。有機 ELに受信したコマンドが表示されま

す。

ＷｉＦｉを通して本機とパソコンやスマホを使った様々な応用が可能だと思います。





それぞれはそれぞれの会社の登録商標です。

フォース及びＦＯＲＣＥⓇは弊社の登録商標です。

１．本文章に記載された内容は弊社有限会社ビーリバーエレクトロニクスの調査結果です。

２．本文章に記載された情報の内容、使用結果に対して弊社はいかなる責任も負いません。

３．本文章に記載された情報に誤記等問題がありましたらご一報いただけますと幸いです。

４．本文章は許可なく転載、複製することを堅くお断りいたします。

お問い合わせ先：

〒３５０－１２１３ 埼玉県日高市高萩１１４１－１

TEL ０４２（９８５）６９８２

FAX ０４２（９８５）６７２０

Homepage：http//beriver.co.jp

e-mail：info＠beriver.co.jp

有限会社ビーリバーエレクトロニクス ⒸBeyond the river Inc. 20220630


